
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

食塩を水にもっとたくさんとかすことが

できる方法が何かあると思う。

食塩を水にたくさんとかすには，どうすればよいの

だろうか。

水の量

水の温度

たくさんの水にはたくさんの食塩がとけるから。

お湯にはさとうがよくとけるから。
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食塩を水にたくさんとかすには，どうすればよいのだろうか。

水の量

たくさんの水にはたくさんの食塩がとけるから。

水の量（50mL・100mL） 水の温度

・水の量が50mLのときと100mLのときで，食塩が小さじ何ばい分まで

　とけるかを調べる。

・水の量が50mLのときと100mLのときで，水の温度の条件は同じにする。

予想どおりならば，100mLの水には，50mLの水よりも食塩がたくさん

とけるはず。

小さじ３ばい

小さじ６ぱい

13

13

見通しのとおり，100mLの水には，50mLの水よりも食塩がたくさん

とけたから，食塩を水にたくさんとかすには，水の量を増やせばよい

という自分の予想は確かめられたといえる。

食塩を水にたくさんとかすには，水の量を増やせばよい。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

食塩を水にたくさんとかすには，どうすればよいのだろうか。

水の温度

お湯にはさとうがよくとけるから。

水の温度（上げない・上げる） 水の量

・水の温度を上げないときと上げるときで，食塩が小さじ何ばい分まで

  とけるかを調べる。

・水の温度を上げないときと上げるときで，水の量の条件は同じにする。

予想どおりならば，あたためた水には，あたためない水よりも食塩が

たくさんとけるはず。

小さじ３ばい

小さじ３ばい

13

52

見通しとちがって，あたためた水には，あたためない水よりも

食塩がたくさんとけなかったから，自分の予想は確かめられなかった。

実験も計画もまちがえていないから，予想がちがっていて，水の温度を

上げても，食塩はたくさんとけるようにならないといえる。

水の温度を上げても，食塩が水にとける量はほとんど変わらない。

湯であたためる。←



 

 

 

 

 

 

 
 

 

食塩を水にたくさんとかすには，水の量を増やせばよい。

水の温度を上げても，食塩が水にとける量はほとんど変わらない。

食塩を水にたくさんとかすには，水の量を増やせばよい。

水の温度を上げても，食塩が水にとける量はほとんど変わらない。

水の量と水にとける食塩の量は比例するので，

水の量を３倍にすると，水にとける食塩の量は３倍になると

考えられる。


